	「わくわく理科」学習指導要領との関連


この表は，啓林館23年度用「わくわく理科」の単元構成と，学習指導要領との関連をまとめたものです。
	≪第３学年≫　単 元 名
	学習指導要領
	主　な　特　長

	しぜんを見つめる
	B(1)(2)
	・3年巻頭では，「しぜんを見つめる」をテーマに，児童の関心の高いノコギリクワガタを例に，科学的な視点で注意深く観察することを促しました。

・学習指導要領B(2)「自然の観察」の内容は，春だけでなく，昆虫が多く見られる夏にも扱いました。
・第4単元は，屋外で生物の観察がしにくい梅雨の時期に，室内で活動できるよう設定しました。
・3・4年の自由研究では，発達段階を考慮し，「自由研究の進め方」を易しく解説しました。
・「理科から仕事へ」では，昆虫写真家の今森光彦氏を紹介し，児童へのメッセージも掲載しました。

・第5・6単元は，A・B区分に分けて，系統立てて理解できるようにしました。
・第9単元は，算数での「重さ」の学習より後に実施できるように配当しました。
・「生き物しりょう集」では，生物のすみかに関する資料を豊富に掲載しました。

・「たんけんカード」は，水に強い加工で2つ折とし，情報量もじゅうぶんに確保しました。

	１.身近なしぜんのかんさつ
	B(2)
	

	２.たねをまこう
	B(1)ｲ
	

	３.チョウを育てよう
	B(1)ｱ
	

	● 植物の育ちとつくり
	B(1)ｲ
	

	４.風やゴムのはたらき
	A(2)
	

	● 自由研究 出かけよう しぜんの中へ
	A･B
	

	● 理科から仕事へ 今森光彦さん
	B(1)(2)
	

	● いろいろなこん虫のかんさつ
	B(1)ｱ･(2)
	

	● 植物の一生
	B(1)ｲ
	

	５.かげのでき方と太陽の光
	B(3)
	

	６.光のせいしつ ～日光で調べよう～
	A(3)
	

	７.電気で明かりをつけよう
	A(5)
	

	８.じしゃくのふしぎをさぐろう
	A(4)
	

	９.ものと重さ
	A(1)
	

	● おもちゃランドへようこそ
	A
	

	● 生き物しりょう集／たんけんカード
	B(1)(2)
	

	≪第４学年≫　単 元 名
	学習指導要領
	主　な　特　長

	自然とかかわる
	B(4)
	・4年巻頭では，「自然とかかわる」をテーマに，科学への夢を喚起しました。

・第2単元は，晴れの日が続く時期に配当し，光電池の学習が支障なく行えるようにしました。

・第3単元は，第1単元と関係付けて扱い，折れ線グラフのかき方も詳しく紹介しました。
・夏休み前に星を扱う副単元を設定し，校外学習や家庭学習の機会を活かせるようにしました。
・「理科から仕事へ」では，プラネタリウムクリエイターの大平貴之氏を紹介し，ものづくりも扱いました。
・「みんなで使う理科室」では，理科室における準備，器具の使い方，後片づけの順にページを構成し，基礎・基本を身につけ，理科室での実験を安全かつスムーズに行うことができるようにしました。
・第6単元は，美しく精密なイラストやものづくりで，児童が興味をもって学習できるようにしました。

・第9・10単元は，A・B区分に分けつつ隣接させ，系統立て，関連付けて理解できるようにしました。
・「天体しりょう集」では，6年での月の学習につながる資料も豊富に掲載しました。

・「光る星座カード」は，高品質の蓄光インキを使用し，水に強い加工で2つ折として，夏の大三角を全面で掲載できるようにしました。

	１.春の自然
	B(2)
	

	２.電気のはたらき
	A(3)
	

	３.1日の気温の変化
	B(3)ｱ
	

	● 夏の自然
	B(2)
	

	● 夜空を見よう
	B(4)ｲ
	

	● 自由研究 出かけよう 科学の世界へ
	A･B
	

	● 理科から仕事へ 大平貴之さん
	B(4)ｲ･ｳ
	

	４.月や星
	B(4)
	

	５.空気や水をとじこめると
	A(1)
	

	６.ヒトの体のつくりと運動
	B(1)
	

	● 秋の自然
	B(2)
	

	● みんなで使う理科室
	A(2)
	

	７.ものの温度と体積
	A(2)ｱ
	

	● 冬の夜空
	B(4)ｲ･ｳ
	

	● 冬の自然
	B(2)
	

	８.もののあたたまり方
	A(2)ｲ
	

	９.水のすがた
	A(2)ｳ
	

	10.水のゆくえ
	B(3)ｲ
	

	● 生き物の１年間
	B(2)
	

	● 天体しりょう集／光る星座カード
	B(4)
	


	≪第５学年≫　単 元 名
	学習指導要領
	主　な　特　長

	自然をつかむ
	B(4)
	・5年巻頭では，「自然をつかむ」をテーマに，具体的なエピソードで，学習の有用性を紹介しました。

・第1単元では，特に初出の「発芽条件」の実験で，条件制御の計画を丁寧に扱いました。

・第2単元では，水中の微生物の観察に続けて，6年の食物連鎖の学習につながる読物を紹介しました。
・5・6年の自由研究では，発達段階を考慮し，テーマ例を豊富に掲載しました。
・「理科から仕事へ」では，気象予報士の河合薫氏を紹介し，自分の言葉で伝えることの意義を示しました。

・第4単元は，児童の関心が高い「台風と気象情報」に続けて設定しました。雲の資料は特に充実し，十種類の典型的な雲すべての写真を掲載しました。
・第5単元は，モデル実験と実際の川とを結び付けて考えることができるように，具体的なポイントを挙げながら丁寧に展開しました。
・第7単元は，6年生から5年生に内容が移動したことで，条件制御をより分かりやすく表現しました。

・第9単元は，第1・2・3単元全体を受けて，「受けつがれる生命」のまとめとして扱いました。

	● 花のつくり
	B(1)ｴ
	

	１.植物の発芽と成長
	B(1)ｱ･ｲ･ｳ
	

	２.メダカのたんじょう
	B(2)ｱ･ｲ
	

	３.花から実へ
	B(1)ｴ
	

	● 自由研究 広げよう 科学の世界を
	A･B
	

	● 理科から仕事へ 河合薫さん
	B(4)
	

	● 台風と気象情報
	B(4)
	

	４.雲と天気の変化
	B(4)
	

	５.流れる水のはたらき
	B(3)
	

	６.もののとけ方
	A(1)
	

	７.電磁石のはたらき
	A(3)
	

	８.ふりこのきまり
	A(2)
	

	９.ヒトのたんじょう
	B(2)ｳ
	

	● 地いき資料集 わたしたちの地いきの自然
	
	

	→日本各地の花と花粉
	B(1)ｴ
	

	→雨・風・雪と向き合う地いきのちえ
	B(4)
	

	→流れる水のはたらき
	B(3)
	

	→地いきの科学館や博物館を利用しよう
	B
	

	≪第６学年≫　単 元 名
	学習指導要領
	主　な　特　長

	命のつながりをみる
	B(1)(2)(3)
	・6年巻頭では，「命のつながりをみる」をテーマに，大気や水，緑や生命とのかかわりを紹介しました。

・第2単元は，光合成実験や蒸散実験を行うため，晴れの日が続く時期に配当しました。
・第4単元は独立させて，第2・3単元の両方を受けて設定しました。
・「理科から仕事へ」では，海洋生物学者のﾚｲﾁｪﾙ･ｶｰｿﾝ氏を紹介し，環境を守る大切さを扱いました。

・第5単元の前に，「みんなで使う理科室 ～薬品や器具を正しく使おう～」を新設しました。

・第6単元は，4年生の月の学習を受けたモデル実験や観察から導入し，資料学習へと進む展開としました。
・第8単元は，5年生から6年生に内容が移動したことで，算数の反比例の学習との関連も明示しました。

・第9単元は，児童が体感できる発電から導入し，最後に「電気の変換と利用」で生活とのつながりをまとめる展開としました。
・5・6年の地域資料集では，現地学習が難しい地学領域を中心に，豊富な資料を収録しました。
・「自分の生活をふり返ってみると」では，中学生になる児童の夢をはぐくむ紙面を掲載しました。

	１.ものが燃えるとき
	A(1)
	

	２.植物のつくりとはたらき
	B(2)･(3)ｱ
	

	３.ヒトや動物の体のつくりとはたらき
	B(1)
	

	４.生物どうしのつながり
	B(3)
	

	● 自由研究 広げよう 科学の世界を
	A･B
	

	● 理科から仕事へ ﾚｲﾁｪﾙ･ｶｰｿﾝさん
	B(3)
	

	● みんなで使う理科室
	A(2)
	

	５.水よう液の性質
	A(2)
	

	６.月と太陽
	B(5)
	

	７.大地のつくりと変化
	B(4)
	

	８.てこの規則性
	A(3)
	

	９.発電と電気の利用
	A(4)
	

	10.自然とともに生きる
	B(3)
	

	● 地域資料集 わたしたちの地域の自然
	
	

	→大地のつくりと変化
	B(4)
	

	→全国の児童による ふるさとの自然

かんきょうを守り育てる活動
	B(3)
	

	→地域の科学館や博物館を利用しよう
	B
	

	● 自分の生活をふり返ってみると
	A･B
	






































